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◦この動向資料は 2012年 4月 2日までに受付けた資料（出願日基準、暫定値）

を基に、2012年第 1四半期に集計された知識財産権の統計である。 

‐取り下げ、放棄などの事由により、受理時点の統計と多少の誤差がある。 

‐累計基準の統計も同時に集計 

◦商標出願は新規出願件のみ集計。 

◦増減率は前年同期比基準。 
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2012年第 1四半期知識財産権動向 

‐知識財産権の出願件数は前年同期比 17.4％増加‐ 

 

 

□出願動向 

 

◦2012年第 1四半期における知識財産権の出願件数は 94,939件で、前年同期比 17.4％増

加した。 

‐権利別では特許が 11.1％、商標が 28.3％、デザインが 16.9％増加した。 

 ＊実用新案の場合、先登録制度、二重出願制度の廃止などにより、継続して減少（▽

3.1％）した。 

◦内・外国別では、内国人と外国人が各々19.2％、8.5％増加した。 

‐特許の場合内国人は 11.6％、外国人は 9.5％増加した。 

‐地域別では済州（チェジュ）が 45.2％、蔚山（ウルサン）が 42.1％で最も高い増加率

を示した。 

‐国別では中国が 29.2％、イタリアが 24.8％増加した。 

◦出願人別では大企業と中小企業が各々16.4％、19.0％増加し、研究機関と内国個人が

各々32.2％、21.8％増加した。 

‐第 1四半期に顕著に出願増加率を見せた出願人は、特許・実用新案では現代重工業、

商標ではキョウォン、デザインでは営林林業であることが分かった。 

 

□登録動向 

 

◦2012年第 1四半期知識財産権の登録件数は 63,246件で、前年同期比 34.0％増加した。 

‐権利別では特許が 40.3％、実用新案が 30.5％、商標は 44.9％、デザインは 5.1％増加

した。 

◦内・外国別では内国人が 29.7％、外国人が 51.8％増加した。 

‐地域別では全北（チョンブク）と済州（チェジュ）が各々69.6％、62.2％と最も高い

増加率を記録した。 

‐国別では台湾が 84.7％、フィンランドが 50.0％増加した。 

◦権利者別では大企業が 21.8％、中小企業が 24.0％増加し、公的機関は 65.0％、研究機

関が 39.7％と顕著に増加した。 

‐第 1四半期の主要権利者は、特許・実用新案では LG化学、LGイノテック、商標では

KT、デザインでは LGイノテックであることが分かった。 

 

□審査および審判動向 



 

◦審査請求件数は 35,328 件で、前年同期比 0.5％減少した。 

‐特許審査請求件数は 33,048件で 0.4％増加したが、実用新案では 2,620件で前年同期

比 12.5％減少した。 

‐PCT国際調査申請件数は 6,737件で前年同期比 14.6％増加し、国際調査処理件数は

7,860件で 57.5％増加した。 

◦審判請求件数は 4,125 件で前年同期比 20.6％増加し、審判処理件数は 4,253件で前年

同期比 5.8％増加した。 

‐権利別の審判請求件数では、特許・実用新案の場合 2,837件で 14.8％、商標は 1,111

件で 30.7％増加、デザインは 177件で 80.6％と顕著に増加した。 

 

 

 



 

 



 

 



 

 



 



 

 

 

 



 

 



 

 



 



 



 

 

 


